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図2:静磁場中での BZ反応の実験。 (a)装置図O 図のような永久磁石の上に
BZ反応溶液を静置し、中央を銀線で刺激して化学波を発生させる o (b) 4 
分毎の化学波の形状。 A'"'-'Dは(a)の装置図中の A'"'-'Dに対応する。
今回用いた BZ反応は、鉄のフェナントロリン錯体であるブエロインを使用して
おり、状態の変化を色の変化として観察することができる。すなわち、鉄イオ
ンが 2価の状態(赤色)と 3価の状態(青色)を周期的に振動する。また、こ
の溶液を静置した際には、ターゲットパターンと呼ばれる同心円状のパターン
や、スパイラルパターンと呼ばれるらせんが回転するパターンが観察されるこ
とが知られている(図 l参照)。このようなパターンが生成する背景には、化学
波は等速で進行することが重要なファクターとなっている。
しかし、今回、数百mTの静磁場中でBelousov-Zhabotinsky(BZ)反応の化学波
を伝播させたところ、磁場勾配の違いによって伝播速度が異なり、化学波が同
心円状のパターンから歪む現象が観察された。本発表では、実験結果とともに
そのメカニズムについても議論した(図 2参照)。この現象の再現性は確認され
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「環境物理学一先端境界領域の創出へ向けて 」
ており、また、化学波伝播の速度が変化する領域が決まっているという点から
考察しでも、静磁場による影響であることは確認されている O しかしながら、
そのメカニズ、ムはいまだ不明である。鉄触媒の 2価と 3価の違いによる透磁率
の違いがその原因であると考えられるが詳細はまだ明らかになっていない
今後、化学反応、拡散、対流のどの要素が本現象において重要な役割を果た
しているのかを実験的に追及しつつ、非平衡系において特徴的な磁場と物質、
あるいは化学反応との相互作用のメカニズムについて解明していきたいと考え
ている O
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